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議会運営委員会（4月15日）



議会運営委員会の役割

議会の運営

●定例会・臨時会の運営 会期日程や
審議方法の申し合わせ

●定例会反省協議 運営改善・市への指摘
●基本条例検証 委員会条例、会議規則
等の改正

議長の諮問
●条例、要綱改正等 災害対応要綱、オン
ライン手続きに関する条例等の諮問

議会基本条例
検 証

●達成状況の検証 基本条例の改正



令和６年度古賀市一般会計予算
議会費（１款）について

議会費総額
２億２１９４万９千円
（全予算の０．８％）

議員報酬費（基本月額４０万円） ９４６６万２千円

政務活動費（基本月額１万円×１２月） ２２８万円

議会審議・調査事務費 １３０９万２千円

議会広報・広聴事務費 ４８４万３千円

議会棟改修工事設計委託 １１００万円

費用弁償、会議録

議会だより

２款 総務費



予算審査特別委員会

●委員会で討論・採
決を行い、最終日
本会議で審査結果
を報告

委員会はインターネット中継・録画を配信

●議長を除く
議員１８名で構成

●５日間にわたって
一般会計、各特別
会計、企業会計の
各予算を審査



会計名 令和６年度当初予算
対前年度比較

増減額 増減率

一般会計 ２６７億５８８８万９千円 +１３億５６７６万５千円 ５．３％

国民健康保険特別会計 ５９億３１７８万１千円 △１億７８５２万９千円 △２．９％

後期高齢者医療特別会計 １０億９千万９千円 +１億１８１５万７千円 １２．２％

介護保険特別会計 ４５億４２５万円 +３６０９万円 ０．８％

水道事業会計 １７億９３４６万２千円 +１億５７３１万９千円 ９．６％

下水道事業会計 ４０億７３１４万円 +２億６８４６万３千円 ７．１％

合 計 ４４１億５１５３万１千円 +１７億５８２６万５千円 ４．１％



一般会計予算 最大規模となった主な理由

●幼稚園から認定こども園への移行などによる施設型給付費
●物価高騰対策：定額減税補足給付金や緊急支援給付金の計上
●子ども医療無償化にかかる経費の計上

●西鉄宮地岳線跡地の整備工事
●浜山31号線道路改良工事
●給食センターの食器洗浄機等改修工事

●固定資産税の伸び
●普通交付税と臨時財政対策債をあわせて、前年度比約 3億7000万円の増
●ふるさと応援寄付金は、前年度比1億円の増
▲市民税は定額減税の影響等で約5300万円の減。地方特例交付金で補てん

民生費が前年度比
16億9300万円の増

新たな投資的経費
（全体では減）

歳入の増



目的別歳出 予算額 増減率 主な増減要因

１議会費 ２億２１９４万９千円 ３．９％

２総務費 ４４億４９９９万８千円 ９．８％ ふるさと応援寄付基金積立金

３民生費 １１９億８４７９万７千円 １６．４％ 施設型給付金、定額減税補足給付金

４衛生費 １７億３９５９万９千円 △４２．５％ 海津木苑建設工事完了

５労働費 １０７２万８千円 ２０，２％

６農林水産費 ５億７７６７万４千円 ０．４％ 農業集落排水事業負担金

７商工費 １億６６８２万２千円 △１．３％ 電子地域振興券発行事業補助金の減

８土木費 １９億６００６万円 ４．７％ 千鳥駅東口整備、小竹跨道橋補修

９消防費 ９億２６１７万６千円 ２０．９％ 防災情報システム改修

１０教育費 ３０億８１０６万５千円 １０．３％ 食器洗浄機改修、中央公民館舞台機構

１１災害復旧費 ４５０万円 ０．０％

１２公債費 １５億８５５２万円 ５．３％ 長期債元金

１３諸支出金 １千円 △１００％ 土地・家屋購入費の減

１４予備費 ５０００万円 ０．０％

１８歳子ども
医療費無償化



１６．６％
４４億５千万円

４４．８％
１１９億８千万円

７．３％
１９億６千万円

１１．５％
３０億８千万円



予算審査特別委員会質疑の状況
延べ７３名が
１４９件に
ついて質疑

主な意見を記録

討論・採決の状況
延べ１１名が討論を実施

質疑の状況
延べ７３名が
１４９件に
ついて質疑

主な意見を記録



総務常任委員会の紹介

総務課、財政課、管財課、デジタル推進課、

経営戦略課、まちづくり推進課、人事秘書課

委員長 平木 尚子

副委員長 紙谷 由香

秋吉 智紀 松島 岩太

大賀 文子 森本 義征 1
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令和6年度予算 【経営戦略課】

公共交通維持・確保事業費 １億4,978万円

・公共施設等連絡バス運行委託 1,244万円
・AIオンデマンドバス運行委託・他 5,158万円
・路線バス運行補助金 8,223万円
・地域移動サポート補助金 100万円

（※千円以下四捨五入）
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移住定住促進事業 2,232万円

・移住交流促進事業補助金 606万円
・移住体験促進事業委託 594万円
・移住支援事業補助金 800万円

インキュベーション促進事業 8,751万円
・インキュベーション促進委託 2,552万円
・サテライトオフィス等誘致促進委託 891万円
・進出企業定着・地域活性化支援委託 3,000万円
・地域活性化移住・雇用促進委託 1,248万円
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令和6年度予算 【まちづくり推進課】

コミュニティ活動推進事業 １億221万円

・自治会統合型交付金 2,096万円
・校区まちづくり活動事業交付金 440万円

（※千円以下四捨五入）
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令和6年度予算 【デジタル推進課】

・DX推進アドバイザー派遣負担金 560万円
・スマホ相談窓口委託 91万円
・OA機器関係委託料 541万円
・OA機器関係使用料 444万円

デジタル化推進事業 1,857万円

（※千円以下四捨五入）
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令和6年度予算 【 総務課】

防災体制強化事業 （非常備消防費） 6,220万円
（災害対策費） 259万円

防災力強化事業 （消防施設費） 8,971万円
（災害対策費） 7,596万円

（※千円以下四捨五入）



文教厚生常任委員会 紹介

学校教育・社会教育に関すること、保健福祉、健康づくり、
介護保険、高齢化対策、子育てなどのチェックを行います。

• 委員長 古賀 誠視
• 副委員長 今井 公一
• 森 真希、大隈 慶太郎、奴間 健司、秋山 隆哉



学校教育の充実

教 育 費 総額予算 ３０億８，１０６万円

・ 小中学校原則少人数（35人以下）学級に
・ 学習用タブレット教育活用推進
・ 中学校部活動の支援
・ 学童保育時間の拡大

ほか



小中学生水泳授業委託 予算２，２２６万円

今年度は令和６年４月～１２月を予定
クロスパルこが 他一ヶ所でインストラクターによる水泳授業

・対象となる学年 小学校１年生から中学校２年生まで
・児童生徒数 ４，６５０人
・クラス数 １４４クラス

(令和６年２月１０日時点)



市内小学校・中学校設備整備
令和６年度の主な取り組み
・ 古賀東中学校校舎大規模改造工事 予算 ４４０万円

(体育館空調を設置するための計画)
その他 改修工事 予算 １，６８３万円
・ 小野小学校体育館外壁等改修設計
・ 青柳小学校トイレ改修設計
・ 古賀西小学校屋上防水等の改修設計 他



・ 経済的な理由等で就学や進学が困難な者に対して必要な費用の
一部を給付または貸付、卒業後の進学や自立を支援
特別支援教育就学奨励金申請手続きの電子化

小・中学校就学補助

予算 ９，１７７万円



子育て環境の充実
・ 妊娠・出産・乳幼児期支援事業 予算 ２億６，８２４万円

( 新生児聴覚検査への支援・子どもの誕生お祝い事業 ほか )
・ 古賀市子ども食堂支援事業 予算 １２０万円

・ 子育て支援課から子ども家庭センターへ 相談窓口の一元化など
・ 古賀市こども計画策定
・ 育休退園の廃止 他



生涯学習センター
リーパスプラザこがを適切に管理し機能強化を検討。

予算 １億７，９２３万円
令和６年度の主な取組
・長寿命化計画の策定及び機能強化に
向けた検討作業の継続
・館内の会議室・貸室及び多目的ホールに
Wi-Fi設備を導入。 他



充実した福祉・介護

• 障がい者生活支援 予算 １９億２，５８８万円
• サンコスモ古賀の管理 予算 ９，５９７万円
• 介護予防と高齢者福祉 予算 １，００７万円
• 包括的自立支援事業 予算 ３，３３７万円
• 高齢者の権利擁護支援 予算 ５９８万円
• 認知症総合支援 予算 ３３９万円 他



健康づくり推進事業 予算 ８，９４６ 万円

・ 特定健診・がん検診実施
・ 古賀式 私の朝プロジェクト
・ 子どもの骨づくり
・ 女性の健康づくり
・ ヘルスステーション設置
・ 健康チャレンジ10か条
・ つどいの場等における介護予防活動の充実

他



介護保険料を改定

【主な改正点】

公費を負担し保険料軽減割合を変更
基準額の第５段階の介護保険料を月額５，３００円に改定
(旧介護保険料 月額５，１００円)
適用年度を令和６年から令和８年までに変更



教育支援センターあすなろ・米多比児童館 移転



ありがとうございました



市民建産常任委員会の紹介
市民部：国民健康保険、年金、税、人権、環
境などに関することを所管。

建設産業部：土地の利用・開発、市の建物・
道路・土木、農林業、商工業、上下水道事業
などに関することを所管する委員会。

委 員 長 中野 敦史

副委員長 井之上 豊

委 員 結城 弘明 村松 謙二

福崎 トビオ 伊藤 康義



【令和6年度の主な内容】

子ども医療無償化を18歳まで拡大
子育てを社会全体で担い、子育て世帯の経済状況に関係なく、子どもたちが

安心して必要な医療が受けられるよう、令和6年4月受診分から、子ども医療の

無償化を18歳まで拡大。

〈子ども医療事業〉2億9494万1千円 〈ひとり親家庭等医療事業〉 2936万2千円

【対象】
18歳まで（18歳到達した年度の最初の3月31日まで）

【自己負担額】
入院・入院外 いずれも無料

〇子育て支援医療事業 3億2430万3千円

子育ての経済的負担の軽減

【対象】
18歳までの子どもを養育するひとり親（母子・父子）世帯

【自己負担額】
入院 500円/日（月7日上限） 入院外 800円



安定した農業経営のための支援

〇農業者経営安定支援事業 6985万6千円
〈農業担い手支援事業〉 3096万8千円
・小野地区においてスマート農業技術やデジタル技術を用いた農山村振興

対策の実施を支援。

・農産物加工技術などを継承するため、地域おこし協力隊を中心に農産加

工品の開発に取り組む。他

〈農業設備等整備支援事業〉 1787万3千円
・高収益型農業の拡大や継続のための支援。

・農業施設拡大や継続のための融資への支援。

・農業施設や農業機械の拡大のための支援。

・鳥インフルエンザ拡大防止のため、畜産農家の設備充足のための支援。

〈有害鳥獣対策事業〉 2101万5千円
・農作物被害の軽減を図るため、農地等が近い森林において緩衝林帯整備。

・農作物被害防止のため、ワナの設置等の支援。

・ほ場への電気柵の設置の支援。
緩衝林帯整備のイメージ



観光の活性化

〇観光客誘致促進事業 1201万円
観光ブランディングにより、観光・物産・情報発信を推進し、市内外に本市の魅力を

PRして誘客促進を図る。

【新たな取組として】

・「地域活性化起業人」制度を活用し民間活力の導入により観光の底上げを図る。

・市内の魅力を巡る観光バスツアーやイベントを継続し、観光モデルコースを薦め

本市の回遊性を意識して誘客促進を図る。



千鳥駅へのアクセス強化

〇千鳥駅東口周辺整備事業 1億6336万3千円

千鳥駅へのアクセス機能強化及び利用者の利便性向上のための、JR千鳥駅
東口の整備。

2024年5月 契約、7月着工、 2025年3月 工事完了の予定。



市道の維持管理

〇道路橋梁管理事業 3億9934万1千円
安全・安心な道路環境実現のため、ＪＲ駅施設や市道の適切な維持管理を行う。

【令和６年度の主な事業】
・ＪＲ駅施設維持管理
・道路維持工事・植樹帯管理
・舗装点検業務委託
・道路管理、使用、占用審査
・放置自転車撤去・道路環境美化
・特殊車両運行審査、臨時運行審査
・市有地境界管理・法定外公共物管理
など

【新たな取組として】
道路パトロール車両に計測機器を搭載
し、収集データのAI 分析による舗装の
自動診断を実施。自動診断を実施



生涯学習ゾーン

公園の維持管理

〇公園管理事業 2億1325万2千円
【令和６年度の主な事業】
・地域の公園管理
様々な年代の人の安心してくつろげる憩いの場
とするために、公園内施設定期点検の結果に基
づく施設の修繕や更新を計画的に実施。

・公園の新たな魅力創出
面積規模の大きな公園の新たな魅力を創出するこ
とを目的に、公園再整備基本方針を策定。

・公園内の植栽管理
巨木化した植栽や過繁茂状態の植栽を、公園にふ
さわしい植栽となるよう管理。

・公園スポーツ施設の管理
施設の整備や更新等により、スポーツ施設利用者
の満足度向上を図る。

【新たな取組として】
・公園再整備基本方針を策定
・千鳥ヶ池公園野球場大規模
改修工事の設計に着手



以上、市民建産委員会からの
説明を終わります。

ありがとうございました。



議会報編集常任委員会の紹介

議会報「こが市議会だより」の編集および
発行に関することを行います。

委員長 福崎 トビオ

副委員長 秋吉 智紀

平木 尚子 紙谷 由香
森 真希 秋山 隆哉



議会だより88～90号、PR版
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どのように編集・発行しているか
最近の107号のケース
2024年3月19日 委員会開催（１回目）

3月２０日 原稿依頼
3月29日 委員会開催（２回目）
4月 3日 委員会開催（３回目）
4月12日 委員会開催（４回目）
4月22日 委員会開催（５回目）
4月30日 責了・協議会（1回目）
5月16日 発行

１
つ
の
号
発
行
に

５
回
の
委
員
会
と
1
回
の
協
議
会


